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思いやりのある子ども 田村市立船引小学校

よく考えてしっかり学ぶ子ども 発行責任者

進んでからだをきたえる子ども 校 長 有賀 仁一

「前期」が間もなく終了します！

「ふねひきっ子通信」で子どもの“学びの足跡”を確認！
～ よさを認め、次につながる関わりを！ ～

“２学期制”を採る田村市においては、１０月９日（前期終業式）

１２日（後期始業式）が、学期の節目となります。

これに伴い、子どもたちのこれまでの学習や生活の足跡をふりか

えり、保護者の皆様にお知らせする「ふねひきっ子通信」をお渡し

します。例年ですと、これに先立ち、夏休み前に国語科と算数科の

学習の状況をお知らせする“夏季休業前ミニ通信「ぐんぐん」”が

ありますが、今年度は、新型コロナウイルス感染症防止のために年

度初め臨時休校措置を採ったことから、授業日数が少なくお知らせ

できませんでした。したがって、今回の「ふねひきっ子通信」が今

年度初めてのお知らせになります。

現在、先生方が鋭意作成中です。子どもたちそれぞれの学習や生

活の実態とよさをお伝えし、成長過程にある子どもたちの次の育ち

につながるようにという思いで作成しています。保護者の皆様にも同じような思いでご覧いただ

き、子どもたちに声をかけてあげていただければ幸いです。

「スポーツフェスティバル」を開催します！
～ 子どもたちの思い出に残るイベントを！ ～

先日別紙プリントでお知らせしたとおり１０月１７日（土）

に開催します。ねらいは、“全校生で活動した”と、子ども

たちの思い出に残るイベントにすることです。天候に恵まれ

ることを祈りたいと思います。 （写真は昨年度の運動会から→）

専門家や一流の指導者を招いて！
～ 田村っ子の元気を支援する事業費で！ ～

今年度も１・２年生は埼玉県からＴＯＹクリエーターの野出

正和氏（無垢工房主宰）、３年生はデコ屋敷彦治民芸から三春張

り子の橋本高宣氏、４年生は神奈川県から科学あそび教室の岩

立直子氏（くりの木倶楽部主宰）、５年生は福島市から桃山房窯

の陶芸家鈴木徹氏、６年生は福島大学陸上クラブコーチの菊田明博氏を招いて、それぞれの専門

的な指導の下に体験学習を行います。毎年、子どもたちからは好評の活動です。楽しみです。

船引小学校だより



第１回田村地区陸上競技大会！
～ ４×１００Ｍリレー男女アベック優勝！ ～

他入賞者多数

１６日（水）田村市陸上競技場で開催された本

大会には地区内の小学６年生５１７名が参加しま

した。初めての地区大会、男女各７種目で競われ

た競技で、本校からは多数の入賞者がありました。

リレー女子優勝４組、男子優勝２組・同準優勝１組の皆さん 新型コロナ騒動で本来の教育活動の多くが制限さ

れる中、様々な感染対策を取って、地区内の子どもたちが交流できたことはたいへん意義深かっ

たと感じています。天候にも恵まれ、充実した一日になりました。以下、１位のみ紹介します。

【男子】400Ｍリレー（大越裕惺・松本叶大・佐久間渉・氏家威吹） 80ＭＨ：大東樹矢
100Ｍ：氏家威吹 走幅跳：松本叶大 【女子】800Ｍ：白石莉杏 走幅跳：会見梨々花

400Ｍリレー（石井杏奈・会見梨々花・渡部杏唯来・佐久間優衣）

学年別交通教室を開催！
～ 秋の全国交通安全運動に併せて！ ～

９月２１日から３０日までの１０日間、

秋の全国交通安全運動が展開されました。

この期間に合わせ、本校でも学年別に交

通教室を開催しました。１・２年生は「正

しい歩行の仕方」、３～６年生は「正しい自転車の乗り方」です。田村警察署の警察官や田村市

交通教育専門員の皆様にお出でいただき、具体的で分かりやすいお話をいただいたり、実地訓練

を行ったりしました。小学生の交通事故の多くが、自宅から５００ｍ圏内で発生しているという

ことです。慣れた道だと安心せず、飛び出さずに左右をよく確認して横断する大切さ等について、

繰り返し強調してご指導いただきました。

掲額式を執り行いました！
～ 前ＰＴＡ会長 石井 理 氏の功績を称え！ ～

１８日（金）授業参観に先んじて、例年より３か月遅れで実

施しました。ＰＴＡ三役の皆さんと教職員が参集し、校舎２階

東側通路で除幕し、掲額を祝いました。保護者の皆様もご来校

の際は、ぜひ掲額された写真をご確認ください。石井前ＰＴＡ会長の凛々しい姿が印象的です。

家庭（自主）学習はどうすればいい？
～ 第２学年が学年集会で紹介！ ～

２年生は、９月の学年集会で各クラスの自主学習を紹介し

合いました。学力向上策の一つに「家庭学習の習慣化」が上

げられます。具体的に「どんな内容をどんなふうにやればよ

いのか？」が、分からずに取り組めていない児童もいます。

そんな児童へのヒントとなる指導の場で、意義があります。

中・高学年では、終了したノートを展示して、その取り組

みを自由に見合うことができるようにもしています。すでに

今年度１０冊以上の自主学習ノートを完了している児童もおり、感心します。

何事もそうですが、「やったことは嘘をつかない」。やった分だけ力（学力）がつくのは間違い

ありません。「本校にはすごい児童がたくさんいるな」と感心することが多々あります。


